
　８月28日、田平まちづくり協議会主催の
「歩きながらごみ拾おうかい」が開催されまし
た。
　この日は約70人が参加し、「道の駅昆虫の
里たびら」から３つのコースに分かれて、約２
時間、道路周辺に落ちているごみを拾いまし
た。
　平成29年10月から始まったこの清掃活動
は、この日で通算参加者1,000人を達成。お
祝いセレモニーでは、1,000人目となった小
田諒さんに、特製ビブスと黄金のごみばさみ
がプレゼントされました。
　参加者からは、「当初５人から始まったこの
取り組みも、毎回50人を超える皆さんと一緒
に掃除できるようになった」「通算で1,000人
の皆さんと掃除することで、普段の道端のゴ
ミも減った気がする」「美しい田平の風景をこ
れからも守っていきたい」など、喜びと期待の
声が上がっていました。

火災救急件数

26件（20件）

1,198件（1,052件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和４年８月末現在令和４年８月末現在　

30件 （27件）

２人 （０人）

39人 （31人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　29,383人（ｰ33人）

■男　性　13,930人（ｰ８人）

■女　性　15,453人（ｰ25人）

■世帯数　13,790戸（+６戸）

■平戸地区   16,928人 （ｰ35人）
　 北部地区　  10,044人　（ｰ22人）         
　  中部地区　    3,302人　（ｰ  ３人）
　  南部地区　    3,582人　（ｰ10人）

■生月地区     4,833人 （+  １人）
■田平地区　 6,662人 （+  ４人）
■大島地区　     960人 （ｰ  ３人）

令和４年９月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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通算1,000人で田平を美しく
田平まちづくり協議会　☎29-9008問

このコーナーでは、ものごとに熱中する市内の未成年の皆さんを紹介します。

福田　亮太さん

田平北小学校

（田平町）

ふくだ　　りょうた
３年

　昆虫以外の生き
物では、金魚や亀
も育てています。
得意教科は体育で、
水泳を習っていま
す。

『命の大切さを学んで』

　昆虫などの生き物が生きていける環境がある
から人間も生きていけるということ命の大切さ
を、昆虫との触れ合いを通して学んでほしいと
思います。これからも、昆虫採集や観察に一緒
に出かけよう。
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こ

上_たびら昆虫自然園で、ヘラクレ
スオオカブトを観察する亮太さん。
興味津々で色んな角度から観察す
る。／右_園内で水辺の生き物を
観察。解説指導員に積極的に質問
する。


